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■課題発見・解決力 ◆論理的思考力・表現力  
●協働性      ★自己指導 
♥ことばと数の獲得 

■★遊びを含め、学習面、生活面において何事にも積極的に取り組もうとしている。 
◆先生や友達の話を最後まで聞いている。 
●友達や先生に積極的に関わっている。 
★学校生活のきまりを知り、自分のことは自分でできている。 
♥体験や活動の中で、自分が知っている言葉や数を積極的に使っている。 

 生「はなや やさいと 
なかよくなろう」 

・アサガオの他に、３種類の秘密の種から選択したものを植え、関心を 
もって調べたり世話をしたりする。■ 
・植物の成長を絵や文に表現したり、花の数を数えたりグラフに表したりする。  
 

国「おおきくなった」 
算「かずをせいりしよう」 

・来年度の入学式に向けてチューリップの球根を植え、１年生入学への期待を
込めて、年長児とともにチューリップの成長に関心をもつ。●★ 
・チューリップの植え方を説明したり、球根を置く間隔や深さを計算したりする。  

緑丘小学校 教育目標 

たくましく生きぬく力をもつ子どもの育成 

城東中学校区 育成する力 
 

■課題を見つけ、解決の道筋を見いだす力 
◆根拠を持って、相手を説得する力 
●自他を認め合い、思いやる態度 
★自らの行動を律し、高まろうとする態度 

緑丘小学校 めざす子ども像 
 

■課題を見つけ、見通しを持って仲間と共に解決しようとしている。 
◆自分の意見と相手の意見を比べながら聞き、より良い考えを創り出し、根拠
を明らかにして相手に説明している。 

●相手意識を持ち、積極的に人間関係を築こうとしている。 
★様々な活動にすすんで挑戦し、自らの行動や学びが適切であるか振り返り
ながら、責任を持ってやりとげようとしている。 

♥体験や活動を通して、学びの基盤となる言葉と数を獲得する。 

■なぜ？どうして？と思うことを見つけ、その課題に積極的に関わろうとしている。 
◆課題に対して自分の考えをもったり、先生や友達の意見を最後まで聞いたりしている。  
●友達や先生だけでなく、年長児とも関わり、それぞれに応じた接し方ができている。 
★安心して学校生活を送り、自分の仕事に責任を持って取り組んでいる。 
♥体験や活動の中で、不思議だと思ったことを言葉にしたり、既習事項を使ったりする。 

２年生から「おもちゃランド」（生活科）の招待を
してもらい、会の運営や下級生との関わりのイメ
ージをもつ。 

■課題を見つけ、その課題について対話をしたり調べたりしている。 
◆友達と自分の考えを比べて聞いたり、伝えたりしている。 
●自分の成長を認め、お世話になった人に感謝の気持ちをもっている。 
★１年間の成長を振り返り、２年生への期待と目標をもっている。 
♥新しい言葉や数に関心をもち、積極的に使おうとしている。 

 

生「きこえてきたよ 
    はるのあしおと」 

 

生「さむくなっても あそぼう」 

・身近にある冬を見つけたり、冬の自然状況を
生かした遊びを工夫したりして、友達や異学
年と遊ぶ。■◆ 
・遊び方を 5年生に聞いたり、年長児に教えたりす
る中で、分かりやすい話し方を工夫する。時計を
見て行動したり、数を数えながら遊んだりする。  

算「20より大きいかず」 
「なんじなんぷん」 

音「にほんのうたをたのしもう」 
図「スルスルビューン」 
道「お正月」 

 

生「もうすぐ２年生」 

国「これはなんでしょう」「いいこといっぱい１年生」 
音「あいあい」「とんくるりんぱんくるりん」「子犬のマーチ」 
体「多様な動きを作る運動あそび」 
道「大すきだから」 
学「２年生にむけて」 
児「６年生を送る会」 

・自分達の成長を振り返ったり、お世話になった人に感謝の気持ちを持ったり
し、進級する喜びやこれからの成長に期待を持って生活する。来年の１年生に 
自分達ができることを考える。●★ 
・自分の成長を４月と比較して言葉や文章で表現する。６年生へ具体的な例を挙げながら
感謝の気持ちを伝えたり、年長児へ分かりやすい表現で小学校の紹介をしたりする。  

・身近な場所の植物や生き物
の変化を見つけ、春の訪れ
を感じる。■◆ 
・春への変化を冬と比べて話し
たり、文章に表現したりする。
見つけた植物を種類ごとに数
えてグラフに表す。  

国「大きくなった」 
算「かずをせいりしよう」 
音「うたってなかよし」 

 

生「むしと なかよくなろう」 

・生き物を探して、生き物を飼育し、観
察したり調べたりして、生き物に親しみ
をもつ。■★ 
・生き物を観察し、形や動きを言葉や体で表
現したり、捕まえた生き物の数を数えたり分
類したりする。  

国「うみのかくれんぼ」 
「しらせたいな見せたいな」 
「まちがいをなおそう」 

算「10よりおおきいかず」 
「どちらがながい」 
「ふえたりへったり」 

体「表現あそび」 
道「げんきでね、あげはくん」 

ショウリョウバッタの目は
長いまるになっとる。 

トノサマバッタのお腹の裏は、
トウモロコシみたい。 
 

 

 

 

 

生「なつは おもしろい ことが いっぱい」 

・夏の遊びを想起し、他教科と関連を図
り、砂遊び、水遊び、シャボン玉遊びな
どを友達と工夫をしながら行う。■◆ 
・遊びを工夫したり試行錯誤をしたりしながら
友達と話したり、お家の人に楽しかったことを
絵や文に表したりする。  

国「こんなことがあったよ」 
「としょかんへいこう」 

算「あわせていくつ」 
音「たなばたさま」 
図「からふるいろみず」 
「すなやつちとなかよし」 
「ちょきちょきかざり」 

体「みずあそび」 

もうちょっと洗剤を 
入れようよ。 
 

もうちょっとって、どれくらい？ 
 

 

国「手がみでしらせよう」 
算「おなじかずずつわけよう」 
音「うたってなかよし」 

１つのプランターに４つずつ植えたらいいよね。 

どの辺に球根を植えたらいいかなあ。 

生「かぞく だいすきだよ」 ・家族の笑顔をキーワードに、家族一人一人のよさに気付き、
家族の一員として自分にできることを考え、実践する。● 
・家族に感謝の気持ちを伝える文章を書いたり、手伝いのがんばりを
カレンダーに表したりする。  

お手伝いを１週間続けて 
がんばっているよ。 

１つに集まらんように、同じ間隔で
植えんといけんよ。 

 

 

 

 

生「つうがくろで みつけたよ」 

・通学路や近くの公園で、自分たちの安全
を守ってくれている施設や人がいること
に気付き、ルールを守って行動する。◆
★ 
・公園で、出会った人に挨拶をしたり、春見つけ
をしたりする。下校コースの並び方を覚えた
り、順番を守って遊具を使ったりする。  

国「こんなもの見つけたよ」 
算「なんばんめ」 
音「さんぽ」 
体「おにあそび」 
道「はちさんのバッジ」 

ぼくは，○○くんが 
１番前の列で、４番目に
並ぶんだね。 

 

生「あきを みつけよう」 

国「こんなことがあったよ」    
算「10よりおおきいかず」 
「たしざん」「ひきざん」 

音「はるなつあきふゆ」 
図「ならべてならべて」 
体「表現あそび」 
行「音楽発表会」 

・学習計画を自分達で立て、秋見つけに
行く。秋の自然に触れたり、まつぼっ
くりやどんぐりなどの自然物を採集し
たりして、工夫して遊ぶ。■● 
・見つけた秋を言葉や体で表現したり、まつ
ぼっくりやどんぐりを数えたり、数の違いを
考えたりする。  

どんぐりがいっぱいある！どんぐりは 
３５個とれたけど、まつぼっくりは３個
しかなかったよ。 

葉っぱがカサカサって、
秋の音がする！ 
 

入学時の児童の姿 
■関心をもったことに積極的に取り組んでいる。 
◆先生や友達の話に関心をもち、聞こうとしている。 
●先生や新しい友達や環境に積極的に関わろうとしている。 
★指示を聞いたり掲示を見たりして行動しようとしている。 
♥体験や活動の中で、言葉や数を身振り手振りを使って伝えている。 
 

 
学びをつなぐ 

 

 
人をつなぐ 

幼児期の終わりまでに育ってほしい「１０の姿」 
①健康な心と体 ②自立心 ③協同性 ④道徳性・規範意識の芽生え ⑤社会生活との関わり ⑥
思考力の芽生え ⑦自然との関わり・生命尊重 ⑧数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚 

⑨言葉による伝え合い ⑩豊かな感性と表現 

 

生「がっこうと なかよくなろう」 

・学校探検を通して、施設の場所や使い方を
知り、場面に応じた行動について考える。■
★ 
・場に応じた言葉を使ったり、見つけたことを話した
りする。学校探検で見つけた物を分類したり、数
を数えたりする。  
国「おはなしききたいな」 
「こんなものみつけたよ」 
「よくきいてはなそう」 
「としょかんへいこう」 

算「かずやかたちでたのしく」 
「10 までのかず」 

道「あかるいあいさつ」 
学「はじめてのしょうがっこう」 

保健室にベッドが 
４台あったよ。 

失礼します。 
学校探検に来ました。 

 １２月 

 
 

 
 ８月 

 
 

 
４月   

 

 

 日々の様子の連絡 
 （メール配信システムを使って、
学級通信や学年通信を配信） 

 

  
 （お家の人に向けて書いた文章
などにコメントをもらう。） 

 

 材料集めの協力依頼 
 （お家の人に向けて書いた文章
などにコメントをもらう。） 

 

 規則正しい生活の呼びかけ 
 （特に長期休暇明けに「早寝・早起
き・朝ごはん」を意識してもらう。） 

 

 子どもが話す宿題 
 （1か月間は学校での出来
事を話す宿題を出す。） 

 

 宿題・時間割の確認のお願い 
 （気持ちのよいスタートのために
確認してもらう。） 

 

 ４月スタート訪問 

   （各園の先生に来校していただき、
読み聞かせ等をしていただく。子
どもたちの安心感へつなぐ。） 

 
 

 

保育参観 
（幼稚園・こども園の保
育の様子を小学校の職
員が参観し、学ぶ。） 

校内研修 
（保育活動の工夫
を、幼保の先生を講
師とし、研修する。） 

「チューリップ植え」  
（年長児とともにプランターに絵
を描いたりチューリップを植えた
りする。水やりを一緒に行う。） 

 ６月「 水遊び・土遊び」 
（就学前の遊びを聞
いて、活動に生か
す。） 

 

 
 

 

 １０月「秋見つけ」 

（年長児と一緒にど
んぐりや落ち葉拾
いをする。） 

 

 １１月「音楽交流会」 
（１年生の音楽発表の
様子を事前に披露す
る。） 

 

 

 「秋のテーマパーク」 
 (生活科で作ったお
もちゃを年長児とと
もに楽しむ。) 

 

 

３月「できるようになったよ発表会」 
   （1年生と年長児が 1年間ででき
るようになったことを発表し合う。） 

 

 
２月「小学校での体験授業」 

・遊びや活動を取り入れた体験授業を仕組む。 
・５年生が年長児を案内する。 
・小学校職員が体験授業を行う（学校図書館の活用等）。 

 

 

 

通年 

通年  連携協議会の実施 
 （年に３回以上適宜実施
し、実践交流や幼保小に
関わる話合いを行う。） 

 

 連携通信の発行 
 （連携協議会の内容や子
どもの様子について意識
統一を図る。） 

 

 育ちや学びをつなぐ 
 （就学前の活動や取組、声か
けの工夫について聞き、小学
校での活動に生かす。） 

 

 3月１年間の成長の報告 

（１年間の子どもたちの成長をスタートカリキュラムを踏
まえてお知らせし、保護者にも成長を感じていただくとと
もに２年生への期待をもっていただく。） 

 

通年 

４月 
 

 

 15分×３の 
モジュール学習 

 （集中力や思考の途
切れない授業を柔軟
に組む。） 

 

 朝タイムの自由遊び 
 （1時間目の前に一人ひ
とりが関心をもった自由
遊びに黙々と取り組む時
間と場を確保する。） 

 

登校後のお楽しみタイム 
 （登校後の準備ができたら、自
分で室内外の遊びを選択して
楽しむ時間を確保する。） 

 視覚的支援 
 （片付け方や生活の流れなどを
可視化して提示する。） 

 

 
連携 

 （関連図書の収集や
紹介，読み聞かせを 
してもらう。） 

 

 使いたいものが 
手に取れる環境 

 （単元の関連図書やタブ
レット共用のテープやペ
ンなどが自由に使える
環境にしておく。） 

 柔軟な学習形態 
 （学習内容に応じ
て、机やいすを取り
払った学習形態の
授業を行う。） 

 

 
 （「分からない」「やってみ
たい」というつぶやきを大
切にし、それらを価値づけ
ていく。） 

 

 異学年との交流 
 （異学年交流を積極的に
行い、人とのかかわり方
や活動の仕方を学ぶ機
会をもち、園児へのかか
わり方へ生かす。） 

 

 就学前の学びの想起 
 （活動前に「園ではどうだ
った？」と尋ね、就学前の
学びを生かした学習にす
る。） 

 

こまを何秒回せるか数えて
みよう！ 

秋のテーマパーク、楽しかった
よね。 
 

幼稚園さんに、１年生になったらこんなことが
できるよって、もっと教えてあげたいね。 

 １２月校内研修 
（子ども達の実態から主体的な学びについて研修する。） 

 

 

 

国「はるがきた」 「おはなしききたいな」 
「なんていおうかな」「どうぞよろしく」 

算「なんばんめ」 
音「セブンステップス」 
「チェチェコリ」「ひらいたひらいた」 
「さんぽ」「じゃんけんぽん」 

図「どんどんかくのはたのしいな」 
体「体ほぐしの運動」「固定施設を使った運動遊び」 
道「はりきりいちねんせい」 

・新しい友達と遊んだり、上級生や先生達と
関わったりし、学校にいる人達に親しみをも
つ。◆● 
・活動や遊びの中で、自分の好きなものやその理
由を答えたり、雲梯につかまっている時間などの
数を数えたりする。  

生「ともだちと なかよくなろう」 

私が好きな動物はうさぎ
です。理由は… 
 

 ・幼稚園・こども園の年長児を招待する
相手意識をもち、秋見つけで採集した
まつぼっくりやどんぐりなどの自然物
を使って、友達と協力して作品を作
る。年長児に１年生として思いやりを
もって接する。■◆●★ 

・年長児の立場に立ったおもちゃの工夫につ
いて友達と相談したり、年長児へ思いやりの
ある声かけをしたりする。ゲームの道具の並
べ方を考えたり、時間を計ったり、得点を計
算したりする。  

国「ものの名まえ」 
「日づけとよう日」 
「てがみでしらせよう」 
算「たしざん」「ひきざん」 
「たすのかなひくのかな」 
「かたちあそび」 
図「はこでつくったよ」 
道「はしの上のおおかみ」 

幼稚園さんが楽しめるように、難しい 
コースと簡単なコースを作ろうよ！ 

生「ようこそ あきの テーマパークへ」 

３+５+４で、12点だよ。おめでとう！！ 

国「手がみでしらせよう」 
 「日づけとよう日」 
道「サバンナの子ども」 

 安心して自己発揮 
できる環境 

 （就学前の実態をふまえ
た児童理解と、一人ひと
りの興味関心を取り入
れた環境づくり（教師も
環境の一部）を行う。） 

 10月～（随時）実態把握（子ども主体の交流に向け、育ちや学びを互いに確認する。） 

 

 


